守秘義務契約書

1　　　　　　　　　　　　　　　以下「甲」という）と　　　　　　　　以下「乙」という）は、甲が乙に委託した業務（以下「本件業務」という）を遂行するにあたり、そこで知り得た情報や資料、また入手したデータ（以下「情報」という）の機密保全の観点から、次のとおり契約（以下「本契約」という）を締結する。

第１条（目的）　甲および乙は、本件業務の遂行のため相手方より提供を受けた技術上または営業上その他業務上の情報を、委託業務のためにのみ使用するものとし、相手方の事前の承諾なく第三者に漏洩または開示しない事に同意するものとする。

また相手方からの情報漏洩、開示により損害を被った場合は、本契約第６条の定めに従い、相手方に損害賠償を請求できるものとし、相手方はその責任を負うこととする。

第２条（情報の定義）　情報の定義は「本件業務を遂行するにあたり、そこで知り得た情報や資料、また入手したデータ」とするが、次の各号のいずれか一つに該当する情報については、この限りではないものとする。

（1） 機密保持義務を負うことなく既に保有している情報・資料・データ

（2） すでに公知の情報・資料・データ

（3） 機密保持義務を負うことなく第三者から正当に入手した情報・資料・データ

（4） 相手方から提供を受けた情報によらず、自分で独自に開発した情報・資料・

　　　　データ

（5）　法令に基づき開示等を求められた情報

第3条（業務委託）　守秘義務の例外として、甲および乙は、相手方が本件業務遂行のために必要と判断した第三者（本件業務の実務の一部を担当する外注業者など）に対して、相手方がその第三者に情報を開示する事に同意するものとする。ただしその際も相手方は細心の注意をもって情報を取扱い、その第三者の秘密保持に関しては、自己の責任において同様に厳守させ、監督責任を負うものとする。

第4条（期間等）　本契約の期間は、本件業務の期間に準ずるが、情報の守秘義務に関しては、本契約終了後においても、甲および乙は第三者にこれを漏洩、開示しない事に同意するものとし、有効に存続するものとする。
第5条（資料の保管・管理）　甲および乙は、本件業務に関して相手方より提供された一切の資料あるいは情報を善良なる管理者の注意義務をもって保管・管理し、相手方の事前の承諾を得ず複製して第三者へ交付し、その他本件業務以外の目的に使用しない事に同意するものとする。

第６条（損害賠償）　

第１項　甲および乙は、本契約の履行に関し、相手方の責に帰すべき事由により直接の結果として現実に被った通常の損害に限り、相手方に対して第３項所定の限度内で損害賠償を請求することができる。

第２項　前項の損害賠償請求は、本契約終了後の２ヶ月以内に行なわなければ、請求権を行使することができない。

第３項　甲または乙の本契約の履行に関する損害賠償の累計総額は、債務不履行、法律上の瑕疵担保責任、不当利得、不法行為その他請求原因の如何にかかわらず、当該請求原因に係る本件業務の委託料相当額を限度額とする。但し、相手方の著作権、特許権、商標権等の侵害や故意による場合、および第１条・第２条・第３条の違反に関しては、実際に生じた全損害について支払義務が生じるものとする。

第７条（協議事項）　本契約に定めない事項及び疑義が生じた事項については、甲乙信義に従い、誠意をもって協議の上、決定・解決するものとする。

第８条（合意管轄裁判所）　本契約に関し訴訟の必要が生じた場合には、大阪地方裁判所を専属的合意管轄裁判所とする。

以上、本契約締結の証として本書２通を作成し、甲乙双方記名捺印の上、各１通を保管する。

平成　　年　　月　　日

　　　　　　　　　　　　　　　　甲　
住　所：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
会社名： 

 　　　 

代表者名：　　　　　　　　　　　　　　　　印
乙　
住　所：　
氏　名：　　　　　　　　　　　　　　　　印
